
自 転 車 ・ 自 動 車

自転車のパンク修理

禁複製

パンク修理の手順

　袋ナットを外しプランジャーを
抜きます。スパナ等でリムナッ
トを外します。

　タイヤとリムの間からチューブ
を引っ張り出します。

タイヤレバーをタイヤとリムの間に差し込
み、テコの要領でタイヤを手前におこし、タ
イヤレバーのフックをスポークに引っ掛け
ます。タイヤレバーを差し
込むとき、チューブを傷つ

けないよう注意しましょう。
2本目のタイヤレバーを約15cm離して差
し込み①と同じ作業をします。2本のレバ
ーの間を少しずつ離して作業を繰り返すと
タイヤが外れます。ビードワックスを使用
すると楽に作業ができます。 バルブの反対側からチューブを

引き出すと楽に取り出せます。

　バルブにプランジャーと袋ナットをつけ、外した
チューブに適度に
空気を入れます。チ
ューブを水につけて
パンク箇所を探し
ます。泡が出てくる
ところがそうです。
1箇所とは限らない
ので一周すべてチ
ェックしましょう。

　空気を抜き、乾いた雑巾でパンク箇所の
水分を拭きます。パンク箇所の周囲をサン
ドペーパーでこすり、貼り付けるパッチの
大きさより広めに
ザラザラにします。

　もう一度、袋ナットとプランジャーを装着
してチューブに空気を入れ、水に浸けて空
気漏れがないかチェックします。

10
　袋ナットとプランジャーを外してチュー
ブから空気を抜き、バルブをリムのバ
ルブ穴に通し、リムナットを軽く締めま
す。次にチューブをタイヤの中に入れ
ます。

11
　手でできるところまでタイヤをリムに
はめ込んでいき、手で入らないように
なればタイヤレバーを使って押し込む
ようにします。リムナットを締め、プラン
ジャー、袋ナットを装着し空気を入れ完
了です。　釘等の異物が残っていないか、タイヤの

外側、内側をよく確認します。

　パッチの透明フィルムの端をつ
まみアルミ箔をはがします。パッ
チの中央にパンク穴が当たるよ
うにチューブに貼り付け、タイヤ
レバー等を利用して圧着します。

その後、透明フィルム
を取り去ります。

　サンドペーパーでこすった部分にゴムのり
を均一に塗ります。塗
布後、完全に乾かして
ください。

パンク箇所にサインペンで目印を
つけておきましょう。

アルミ箔側が
接着面です。
指で触らない
よう注意しま
しょう。

ガラスや釘が刺さって
いると危険です。
軍手をはめて作業しま
しょう。

15cm

自 転 車

自転車の
パンク修理

220615-6

HOW-93

修理の前に虫ゴムをチェック

パンク修理に必要なもの

袋ナット

プランジャー

虫ゴム

バルブ
リムナット

パンク修理を始める前に、まず虫ゴムをチェックしましょう。タイヤに
空気を入れ、バルブの先を石鹸水につけます。泡が出てくる場合虫
ゴムが傷んで空気が漏れているので、虫ゴムを交換します。泡が出
なければ、パンクの修理をします。

虫ゴムに問題がなければパンク修理に必要な下記のものを準備しましょう。

タイヤの取り外しおよび装着の
際、ビードワックスを塗布しておく
と着脱がラクになります。

袋ナットを外してプランジャーをバルブから取り出します。
虫ゴムを外して新しい虫ゴムを装着します。プランジャーのくぼみ
箇所を覆うよう装着してください。

くぼみ

必要なもの

スパナ パッチ ゴムのり 水入りバケツ タイヤレバー サンドペーパー

あると便利なもの

手袋 ビードワックスペン 雑巾

取扱店舗

自 転 車 工 房部品の取付から修理まであなたの愛車をサポートします

←ビード
←リム

←チューブ
←タイヤ

●虫ゴムの交換の仕方

☎077-522-2223

☎077-561-6555
☎0748-62-7771

☎077-543-4777

☎0740-32-8090

☎0774-58-0300

☎0770-53-5701
☎075-326-6700

☎072-749-5201
☎059-361-5000

https://www.ayahadio.com
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